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3個のさいころA,B,Cと 1枚の硬貨を同時に投げるとき,さ いころの出る目をそれぞれ

α,わ ,ε とする。また,硬貨の表が出たとき,た =1と し,硬貨の裏が出たとき,た =2と する。

これらの値に対して,式 L=logα十たわε を考える。

(1)ι の値が最大になるとき,Lを超えない最大の整数は ア である。

であり,こ のときの確率は である。

(3)乙 の値が自然数になる確率は である。
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(4)Lの 値が 3以上 4以下になる確率は である。
コサ
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(5)Lの 値が 0.5を超える確率は である。
セ ソ

αを定数とする。直線ッ=χ +α 一・…① と円χ2+ッ2=4・ …・・②が異なる2点で交わり,

この 2点 と原点 0を頂点とする三角形が正三角形であるとき,α の値は 士 である。

② と直線 ッ=χ 十 タ の交点をA,B,② と直線 y=χ 一 の交点を C,

Dと する。ただし,Aの χ座標は Bの χ座標より大きく,Dの χ座標は Cの χ座標より大き
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いとする。このとき,Aの座標は
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し
,
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この直線の方程式は ッ=χ +

,四角形 ABCDの面積は ハ である。ただ
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とする。次に,① と平行でッ切片が正である直線が② と接するとき,

フ ③ である。さらに,① と直線 OA,
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OBの 交点 をそれ ぞれ A′ ,B′ とす るとき,△ OA′ B′ の面積 は である。

(2)ι の値が最小になるとき,L=巨 イコ
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□   図のように,点 0を中心 とする半径 1の球面上に異なる3点 A,B,Cが あり,3も そ5ゴ
,

0ご はどの2つ も互いに垂直であるとする。s,′ を正の定数とし,球面上の点P,Qが

芥 =,試 +S配 ,¨ =:薔 +′ 配

メ モ ユ

をみたすとき,s= であり,cos∠POQの値は
ム ヤ

である。また,点 Cか ら平面 OPQに垂線 CHを下ろすとき
,

oズ + リ ル 薔 _記

の面積は である。次に,α を正の定数とする。方程式 、/7T可 =αχは

す

フ

cゴ = であり,四面体 OCPQの体積は
レ ロ

である。
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関数ル)予耳(χ ≧0)は χ い のとき,極大値 をとる。また
,

曲線 y=∫ (χ)上のχ= か における点は変曲点である。ここで,こ の変曲点におけ

る接線がχ軸およびッ軸と交わる点をそれぞれ A,Bと する。原点を 0と するとき,△ OAB

C
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α > の とき,異な る 個の実数解をもつ。
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